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【町長提出】

議案第22号 専決処分の承認を求めることについて（松伏町税条例及び松伏町国
民健康保険税条例の一部を改正する条例） 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 承認

議案第23号 松伏町監査委員の選任について 〇 〇 〇 〇 ● 除 〇 〇 〇 ● ● 〇 同意

議案第24号 松伏町税条例の一部を改正する条例 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 可決

議案第25号 松伏町監査委員に関する条例及び松伏町下水道事業の設置等に関
する条例の一部を改正する条例 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 可決

議案第26号 松伏町印鑑条例の一部を改正する条例 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 可決

議案第27号 松伏町介護保険条例の一部を改正する条例 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 可決

議案第28号 令和８年度松伏町一般会計補正予算（第１号） 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 可決

議案第29号 令和８年度松伏町介護保険特別会計補正予算（第１号） 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 可決

議案第30号 令和８年度松伏町下水道事業会計補正予算（第１号） 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 可決

【議員提出】

発議第 4号 核兵器禁止条約第１回再検討会議へのオブザーバー参加を求める
意見書 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 ◎ 可決

発議第5号 非核三原則の堅持を求める意見書 ◎ 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 可決

発議第6号 イラン戦争がもたらす物価高・資材不足から国民の暮らしを守る
ための緊急対策を求める意見書 〇 ◎ 〇 ● ● 〇 ● ● ● ● ● 〇 否決

４月臨時会・６月定例会の議案の採決

（〇＝賛成、●＝反対、退＝退席、欠＝欠席、除＝除斥、◎＝提出者）
（会派名）	自ク＝自民クラブ、自無＝自民無所属の会、チ無＝チェンジ松伏・無所属クラブ、未来＝未来クラブ、
	 公明＝公明党、共産＝日本共産党、社会＝社会正義クラブ

意見書
可決

可決

否決

　核兵器の開発・保有・使用を全面的に禁止し、被害者支援や環境回復を規定する核兵器禁止条約（Ｔ
ＰＮＷ）は、核兵器の非人道性を国際法上明確に位置づける重要な枠組みとして、その意義を一層強め
ている。
　核兵器の使用は、人道上深刻かつ回復不能な被害をもたらし、国際社会の安全と人類の存続に重大な
脅威を与えるものである。また、核兵器のない世界の実現は、世代を超えて取り組むべき最重要課題で
ある。よって、核兵器禁止条約第１回再検討会議へオブザーバーとして参加し、核兵器廃絶に向けた国
際的議論に積極的に関与することを強く求める。

　非核三原則「核兵器を持たず、作らず、持ち込ませず」は、昭和46年に決議が可決、核兵器を取り
巻く国際情勢が一層厳しさを増す今日だからこそ、非核三原則は我が国と地域の安定を築く基盤とし
て、今後も確実に守られるべきものです。核兵器のない平和な世界の実現を願う被爆地の思いをしっか
りと受け止め、非核三原則を堅持されるよう強く求めます。

■核兵器禁止条約第１回再検討会議へのオブザーバー参加を求める意見書

■非核三原則の堅持を求める意見書

■�イラン戦争がもたらす物価高・資材不足から国民の暮らしを守るため
の緊急対策を求める意見書

※意見書の要旨等については、町議会ホームページに
　掲載しています。（一部省略）
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